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１．経営成績等の概況

(1)当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2026年４月１日～2026年６月30日）におけるわが国の経済情勢は、雇用・所得環境

の改善・株高基調を背景に緩やかな回復基調がみられたものの、原材料価格やエネルギー価格の高止まり、円安の

進行に加え、海外における政治経済の不確実性の高まりなどにより、先行き不透明な状況が続きました。

当社グループ（当社及び連結子会社）の主要取引先であります国内鉄鋼業界における当第１四半期連結累計期間

における粗鋼生産量は前年同期比1.0％増の2,035万トンとなりました。このような環境のもと、当社グループは品

質第一の考えをもとに売上増加と生産性向上に引き続き全力で取り組んで参りました。主力製品である製鋼用耐火

物をはじめ、ファインセラミックス等の先端素材技術や環境創造技術へ挑戦し、コスト削減など経営合理化を進め

て参りました。

その結果、当第１四半期連結累計期間においては、次の通りの経営成績となりました。

売上高は、国内の粗鋼生産量の減少トレンドが続く中でも、当社の耐火物製品への国内外での需要は概ね堅調に

推移しているものの、79億45百万円（前年同期比3.2％減）となりました。

利益面では、営業利益は8億95百万円（前年同期比17.2％減）、経常利益は12億23百万円（前年同期比10.0%減）

となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、7億90百万円（前年同期比2.1％減）となりました。

セグメントごとの経営成績は次の通りであります。

①日本

国内の売上高は耐火物需要の減少により、52億60百万円（前年同期比9.3％減）となりました。また、セグメント

利益は7億52百万円（前年同期比26.2％減）となりました。

②北米

北米の売上高は耐火物需要の増加により、11億13百万円（前年同期比8.2％増）となりました。また、セグメント

利益は1億5百万円（前年同期比79.1％増）となりました。

③ヨーロッパ

ヨーロッパの売上高も耐火物需要の増加により、12億69百万円（前年同期比17.3％増）となりました。また、セ

グメント利益は1億17百万円（前年同期比58.3％増）となりました。

④アジア

アジアの売上高は堅調な耐火物需要の推移により、2億18百万円（前年同期比0.1％増）となりました。また、セ

グメント利益は18百万円（前年同期比10.0％減）となりました。

⑤その他

その他の売上高は83百万円（前年同期比1.0％増）となりました。また、セグメント利益は40百万円（前年同期比

2.0％減）となりました。

(2)当四半期の財政状態の概況

（流動資産）

流動資産の残高は前連結会計年度末に比べ1億14百万円増加し、385億45百万円となりました。その主な要因は製

品及び外注品の増加（1億10百万円）によるものであります。

（固定資産）

固定資産の残高は前連結会計年度末に比べ53億83百万円増加し、339億48百万円となりました。その主な要因は投

資有価証券の購入・時価評価による増加（53億88百万円）によるものであります。

（負債）

負債の残高は前連結会計年度末に比べ20億1百万円増加し、149億80百万円となりました。その主な要因は繰延税

金負債の増加（15億17百万円）、賞与引当金の増加（4億10百万円）によるものであります。

（純資産）

純資産の残高は前連結会計年度末に比べ34億97百万円増加し、575億12百万円となりました。その主な要因はその

他有価証券評価差額金の増加（32億63百万円）によるものであります。

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2026年５月19日に公表いたしました業績予想の数値より変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 17,354,986 17,187,630

受取手形及び売掛金 8,928,967 9,014,835

電子記録債権 477,771 454,850

製品及び外注品 5,145,126 5,255,775

仕掛品 2,024,903 2,058,528

原材料及び貯蔵品 4,119,239 4,178,390

その他 428,489 445,187

貸倒引当金 △49,109 △49,856

流動資産合計 38,430,374 38,545,341

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,419,774 2,434,648

窯炉、機械装置及び運搬具（純額) 2,177,321 2,170,132

土地 4,928,473 4,931,637

その他（純額） 656,490 653,954

有形固定資産合計 10,182,059 10,190,373

無形固定資産 63,348 58,145

投資その他の資産

投資有価証券 17,597,953 22,986,527

繰延税金資産 613,197 605,003

その他 147,093 147,145

貸倒引当金 △39,159 △39,159

投資その他の資産合計 18,319,085 23,699,517

固定資産合計 28,564,494 33,948,036

資産合計 66,994,868 72,493,377

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,633,288 1,804,421

短期借入金 3,366,712 3,357,712

未払法人税等 761,538 315,564

賞与引当金 658,352 1,069,284

その他 1,137,845 1,465,447

流動負債合計 7,557,736 8,012,430

固定負債

繰延税金負債 2,783,136 4,300,944

役員退職慰労引当金 1,006,240 1,018,646

退職給付に係る負債 1,560,825 1,577,556

その他 71,797 71,218

固定負債合計 5,422,001 6,968,366

負債合計 12,979,737 14,980,797

純資産の部

株主資本

資本金 2,398,000 2,398,000

資本剰余金 2,491,133 2,491,133

利益剰余金 34,023,543 34,102,978

自己株式 △240,633 △240,640

株主資本合計 38,672,042 38,751,470

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 7,486,299 10,749,986

繰延ヘッジ損益 △5,253 －

為替換算調整勘定 1,020,899 1,086,083

その他の包括利益累計額合計 8,501,945 11,836,070

非支配株主持分 6,841,142 6,925,038

純資産合計 54,015,131 57,512,580

負債純資産合計 66,994,868 72,493,377
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 8,210,793 7,945,832

売上原価 5,876,858 5,764,226

売上総利益 2,333,934 2,181,606

販売費及び一般管理費 1,251,700 1,285,878

営業利益 1,082,233 895,728

営業外収益

受取利息 13,779 27,434

受取配当金 194,795 206,733

不動産賃貸料 21,956 22,730

為替差益 44,828 61,651

その他 14,317 24,342

営業外収益合計 289,678 342,892

営業外費用

支払利息 7,609 10,754

不動産賃貸原価 3,774 3,570

その他 45 296

営業外費用合計 11,429 14,621

経常利益 1,360,482 1,223,999

特別利益

固定資産売却益 798 2,821

投資有価証券売却益 143 0

ゴルフ会員権売却益 300 －

特別利益合計 1,242 2,822

特別損失

固定資産廃棄損 2,646 7,264

固定資産除売却損 363 －

特別損失合計 3,010 7,264

税金等調整前四半期純利益 1,358,715 1,219,556

法人税等 386,157 353,366

四半期純利益 972,557 866,190

非支配株主に帰属する四半期純利益 165,492 75,846

親会社株主に帰属する四半期純利益 807,064 790,343

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 972,557 866,190

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 35,482 3,283,440

繰延ヘッジ損益 46 5,253

為替換算調整勘定 171,595 82,139

その他の包括利益合計 207,123 3,370,833

四半期包括利益 1,179,681 4,237,023

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 967,402 4,124,468

非支配株主に係る四半期包括利益 212,278 112,555

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2026年４月１日

至  2026年６月30日）

減価償却費 240,092千円 274,633千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次の通りであります。
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（単位：千円）

報告セグメント（耐火物関連事業）
その他
（注）

合計
日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高

顧客との契約

から生じる収益
5,798,115 1,028,648 1,082,393 218,582 8,127,739 71,440 8,199,180

その他の収益 － － － － － 11,612 11,612

外部顧客への

売上高
5,798,115 1,028,648 1,082,393 218,582 8,127,739 83,053 8,210,793

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,086,672 － 13,715 15,142 1,115,530 337,697 1,453,227

計 6,884,787 1,028,648 1,096,108 233,724 9,243,269 420,751 9,664,020

セグメント利益 1,020,081 59,172 74,323 20,401 1,173,978 41,176 1,215,155

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 1,173,978

「その他」の区分の利益 41,176

セグメント間取引消去 9,568

全社費用（注） △142,489

四半期連結損益計算書の営業利益 1,082,233

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日 至2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連製品、窯業機械

器具、建築、修繕、運輸等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

- 8 -

(株)ＴＹＫ(東京窯業株式会社) (5363) 2027年3月期 第1四半期決算短信



（単位：千円）

報告セグメント（耐火物関連事業）
その他
（注）

合計
日本 北米 ヨーロッパ アジア 計

売上高

顧客との契約

から生じる収益
5,260,734 1,113,219 1,269,232 218,785 7,861,972 72,225 7,934,198

その他の収益 － － － － － 11,634 11,634

外部顧客への

売上高
5,260,734 1,113,219 1,269,232 218,785 7,861,972 83,860 7,945,832

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

1,053,488 － 69,646 20,858 1,143,993 326,210 1,470,203

計 6,314,223 1,113,219 1,338,878 239,643 9,005,965 410,070 9,416,036

セグメント利益 752,755 105,987 117,684 18,367 994,795 40,340 1,035,135

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 994,795

「その他」の区分の利益 40,340

セグメント間取引消去 9,479

全社費用（注） △148,886

四半期連結損益計算書の営業利益 895,728

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2026年４月１日 至2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連製品、窯業機械

器具、建築、修繕、運輸等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年8月12日

東京窯業株式会社

取締役会　御中

ふじみ監査法人

名古屋事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 魚住　康洋

指定社員
業務執行社員

公認会計士 山脇　草太

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている東京窯業株式会社の2026年４月１日から2027年３月31

日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期

間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連

結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我

が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表

に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開

示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期財

務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基

準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関

する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明

することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象

や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作

成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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